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 通知表
つうちひょう

は、学習
がくしゅう

の状 況
じょうきょう

、学級
がっきゅう

・生徒会
せいとかい

活動
かつどう

、部活動
ぶかつどう

、出席
しゅっせき

状 況
じょうきょう

等
など

、学校
がっこう

での生徒
せいと

の様子
ようす

をお

知
し

らせし、保護者
ほ ご し ゃ

と学校
がっこう

の連携
れんけい

を図
はか

ることにより、生
せい

徒
と

の一
いっ

層
そう

の成
せい

長
ちょう

を願
ねが

って作
さく

成
せい

しています。 

 

 学 力
がくりょく

については知識
ちしき

の量
りょう

のみでとらえるのではなく、「基礎
き そ

・基本
きほん

を確実
かくじつ

に身
み

につけること」と「自
みずか

ら学
まな

び自
みずか

ら考
かんが

える力
ちから

」や「豊
ゆた

かな人
にん

間
げん

性
せい

」なども含
ふく

め、どのように社会
しゃかい

が変化
へんか

しても必要
ひつよう

なものとなる「生
い

きる力
ちから

」が

はぐくまれているかどうかによってとらえることが求
もと

められています。 

 

 
  
 
 

～学
がっ

校
こう

は、社
しゃ

会
かい

と切
き

り離
はな

された存
そん

在
ざい

ではなく、社
しゃ

会
かい

の中
なか

にあります～ 

学
がく

習
しゅう

指
し

導
どう

要
よう

領
りょう

は、グローバル化
か

や急
きゅう

速
そく

な情
じょう

報
ほう

化
か

、技
ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

など、社会
しゃかい

の変化
へんか

を見据
み す

えて、子
こ

どもたちがこ

れから生
い

きていくために必要
ひつよう

な資質
ししつ

や能力
のうりょく

について見直
みなお

しを行
おこな

ってきています。 

 

そのため、『資
し

質
しつ

・能
のう

力
りょく

の三
みっ

つの柱
はしら

』に基
もと

づいた目
もく

標
ひょう

や内
ない

容
よう

の再
さい

整
せい

理
り

を踏
ふ

まえ、評価
ひょうか

の観点
かんてん

につい

て下記
か き

の3観点
かんてん

に整理
せいり

されています。 
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知識
ちしき

・技能
ぎのう

 

 
 
 
 

思考
しこう

・判断
はんだん

・表現
ひょうげん

 

 
 

主
しゅ

体
たい

的
てき

に学
がく

習
しゅう

に 

取
と

り組
く

む態
たい

度
ど

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★学習
がくしゅう

のなかで、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

が「何
なに

が分
わ

かって、何
なに

が分
わ

かっていないか」を把握
はあく

し、どのように学習
がくしゅう

をしていくか、 

粘
ねば

り強
づよ

く試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

したり友
とも

だちや先
せん

生
せい

に訊
き

いたりして、分
わ

かろうとしているかということです。 

 

この力
ちから

をつけるために、柘
つ

植
げ

中
ちゅう

学校
がっこう

では、各
かく

教
きょう

科
か

等
とう

の授
じゅ

業
ぎょう

を行
おこな

う際
さい

に、「①学
がく

習
しゅう

の見
み

通
とお

しを持
も

つ →  

②まず自分
じぶん

で考
かんが

える→ ③グループやペアで考
かんが

える（学
まな

びを深
ふか

める）→ ④全
ぜん

体
たい

で確認
かくにん

する（自分
じぶん

で考
かんが

えた 

ことや、グループで考
かんが

えたこと）→ ④振
ふ

り返
かえ

りをする（何
なに

が分
わ

かって何
なに

がわからなかったのか）」という 

学習
がくしゅう

の流
なが

れを積極的
せっきょくてき

に取
と

り入
い

れた授業
じゅぎょう

を行
おこな

っています。 

                                     ～ 裏面
り め ん

につづく ～ 

各教科
かくきょうか

の評価
ひょうか

の観点
かんてん

について 

○各
かく

教
きょう

科
か

等
とう

における知
ち

識
しき

及
およ

び技
ぎ

能
のう

の習
しゅう

得
とく

状
じょう

況
きょう

について評
ひょう

価
か

します。 

○それらを既
き

有
ゆう

の知
ち

識
しき

及
およ

び技
ぎ

能
のう

と関
かん

連
れん

付
づ

けたり活
かつ

用
よう

したりする中
なか

で、他
た

の学
がく

習
しゅう

や生活
せいかつ

の場面
ばめん

でも活用
かつよう

できる程度
ていど

に概念
がいねん

等
とう

を理解
りかい

したり、技能
ぎのう

を習得
しゅうとく

し

たりしているかを評価
ひょうか

します。 

○各教科
かくきょうか

等
とう

の知
ち

識
しき

及
およ

び技
ぎ

能
のう

を活用
かつよう

して課題
かだい

を解決
かいけつ

するなどのために必要
ひつよう

な

思考
しこう

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

、表
ひょう

現
げん

力
りょく

等
とう

を身
み

に付
つ

けているかどうかを評
ひょう

価
か

します。 

①知
ち

識
しき

及
およ

び技
ぎ

能
のう

を獲
かく

得
とく

したり、思
し

考
こう

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

、表
ひょう

現
げん

力
りょく

等
とう

を身
み

に付
つ

け

たりすることに向
む

けた粘
ねば

り強
づよ

く取
と

り組
く

む態
たい

度
ど

を評
ひょう

価
か

します。 

②自
みずか

らの学
がく

習
しゅう

状
じょう

況
きょう

を把
は

握
あく

し、学
がく

習
しゅう

の進
すす

め方
かた

について試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

するなど

自
みずか

らの学
がく

習
しゅう

を調
ちょう

整
せい

しようとしているかどうかを含
ふく

めて評
ひょう

価
か

します。 

 

 

「主
しゅ

体
たい

的
てき

に学
がく

習
しゅう

に取
と

り組
く

む態
たい

度
ど

」とは 

 

①知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

を獲
かく

得
とく

したり、思
し

考
こう

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

、表
ひょう

現
げん

力
りょく

等
とう

を身
み

につけたりすることに向
む

けた粘
ねば

り強
づよ

い取
とり

組
くみ

を行
おこな

おうとする側
そく

面
めん

と、 

②この粘
ねば

り強
づよ

い取
とり

組
くみ

を行
おこな

う中
なか

で、自
みずか

らの学
がく

習
しゅう

を調
ちょう

整
せい

しようと

する側
そく

面
めん

、という二
ふた

つの側
そく

面
めん

から評
ひょう

価
か

します。 

 ※これら①②の姿
すがた

は、実
じっ

際
さい

の教
きょう

科
か

等
とう

の学
まな

びの中
なか

では、別
べつ

々
べつ

で

はなく、相
そう

互
ご

に関
かか

わり合
あ

っています。 

わかりやすくいうと… 



柘植
つ げ

中学校
ちゅうがっこう

の通知表
つうちひょう

について 
 

 

＜観点
かんてん

別
べつ

評価
ひょうか

＞ 

３つの観点
かんてん

について、それぞれどれだけ達成
たっせい

できたかを、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の３段階
だんかい

で評価
ひょうか

しています。 

     「Ａ」‥‥目標
もくひょう

達成
たっせい

について、十分
じゅうぶん

満足
まんぞく

できると判断
はんだん

されるもの 

     「Ｂ」‥‥目
もく

標
ひょう

達成
たっせい

について、おおむね満足
まんぞく

できると判断
はんだん

されるもの 

     「Ｃ」‥‥目
もく

標
ひょう

達
たっ

成
せい

について、努
ど

力
りょく

を要
よう

すると判
はん

断
だん

されるもの 

 

＜５段階
だんかい

評定
ひょうてい

＞ 

 各
かく

教
きょう

科
か

の「観
かん

点
てん

別
べつ

評
ひょう

価
か

」を総
そう

合
ごう

した結
けっ

果
か

を、評
ひょう

定
てい

「１」「２」「３」「４」「５」で表
あらわ

したもので

す。したがって、それぞれの教
きょう

科
か

のねらい（目
もく

標
ひょう

）をどれだけ達
たっ

成
せい

できたかを判
はん

断
だん

するものです。 

     「５」‥‥十分
じゅうぶん

満足
まんぞく

できると判断
はんだん

されるもののうち、特
とく

に高
たか

い程
てい

度
ど

のもの 

     「４」‥‥十分
じゅうぶん

満足
まんぞく

できると判断
はんだん

されるもの 

     「３」‥‥おおむね満足
まんぞく

できると判断
はんだん

されるもの 

     「２」‥‥努
ど

力
りょく

を要
よう

すると判
はん

断
だん

されるもの 

     「１」‥‥一
いっ

層
そう

の努
ど

力
りょく

を要
よう

すると判
はん

断
だん

されるもの 

 

※技術
ぎじゅつ

・家庭科
か て い か

の評価
ひょうか

については、技術
ぎじゅつ

分野
ぶんや

と家庭
かてい

分野
ぶんや

を総合
そうごう

し、技術
ぎじゅつ

・家庭科
か て い か

として評価
ひょうか

します。 

 

（１）「総合的
そうごうてき

な学習
がくしゅう

の時間
じかん

」について 

「学
がっ

校
こう

行
ぎょう

事
じ

」や「人
じん

権
けん

総
そう

合
ごう

学
がく

習
しゅう

」の取
と

り組
く

みの様
よう

子
す

と、学習
がくしゅう

を通
とお

して「どのような力
ちから

がついた」のか、ま

た「つけたいか」を学
がっ

期
き

ごとに文
ぶん

章
しょう

表
ひょう

記
き

でお知
し

らせします。 

（２）「道徳
どうとく

」について 

総合
そうごう

学習
がくしゅう

と同様
どうよう

に、授業
じゅぎょう

の様子
ようす

や、授
じゅ

業
ぎょう

を通
とお

して変
へん

容
よう

したことなどを文
ぶん

章
しょう

で学
がっ

期
き

ごとにお知
し

らせします。 

（３）「行動
こうどう

の記録
きろく

」について 

  十分
じゅうぶん

満足
まんぞく

できると判断
はんだん

されるもののみ項目
こうもく

に○をつけてお知
し

らせします。 

 

～通
つう

知
ち

表
ひょう

の様
よう

式
しき

と取
と

り扱
あつか

いについて～ 
 

１学
がっ

期末
きまつ

・・一人
ひとり

ひとりの「ファイル」を作成
さくせい

し、そのファイルにはさんで渡
わた

します。保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

には、お子
こ

様
さま

の成
せい

績
せき

をご確
かく

認
にん

いただき、最後
さいご

のページの「保
ほ

護
ご

者
しゃ

」の欄
らん

に記
き

名
めい

・押
おう

印
いん

のうえ、２学期
がっき

の初
はじ

めに

学校
がっこう

へもどしていただくようお願
ねが

いします。 

※学
がっ

期
き

中
ちゅう

は、全
すべ

ての通
つう

知
ち

表
ひょう

を学
がっ

校
こう

で一
いっ

括
かつ

保
ほ

管
かん

します。 

 

２学
がっ

期末
きまつ

・・・１学
がっ

期
き

と２学
がっ

期
き

の成
せい

績
せき

を一
いち

覧
らん

にした通
つう

知
ち

表
ひょう

をファイルにはさんでお渡
わた

しします。ご確認
かくにん

のうえ、

押印
おういん

いただいて３学
がっ

期
き

の初
はじ

めに学
がっ

校
こう

へもどしてください。 

 

学
がく

年末
ねんまつ

・・・・１学
がっ

期
き

と２学
がっ

期
き

、そして３学
がっ

期
き

の成
せい

績
せき

を一
いち

覧
らん

にした通
つう

知
ち

表
ひょう

をファイルにはさんでお渡
わた

しします。 

学
がく

年
ねん

末
まつ

の通
つう

知
ち

表
ひょう

については、ご確
かく

認
にん

のうえ、各
かく

ご家
か

庭
てい

で保
ほ

管
かん

してください。 

 


